
いろんな
建物の修理が
進んでいるよ！

江戸時代には、櫓や塀、門など何十もの建物がありました。しかし、今までに焼け
たりこわされたりして、多くがなくなってしまいました。残った建物は文化財として
大切に保存されています。また、なくなってしまった建物も、昔の熊本城の姿を学
ぶことができるよう、建てなおしています（復元）。

熊本城にはどんな建物があるの？

熊本城の建物
と

ひごまる
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国指定重要文化財

県指定重要文化財

復元建造物

監物櫓

天守閣

宇土櫓

本丸御殿

飯田丸五階櫓

旧細川刑部邸

長塀

北十八間櫓

熊本城にある建物の位置図
文化財になっている建物や復元された建物のほかに、見学に必要な
トイレや休けい所、チケット売り場などの建物もあります。

二の丸広場

熊本県立美術館

熊本博物館

藤崎台球場

清爽園

坪井川
第一高校

野鳥園

熊本医療センター

監物台樹木園

まな

たて もの

くま もと じょう

 え ど じ だい やぐら へい たて もの や

 のこ ぶん か ざい

 ほ ぞん すがた

 た ふく げん

 たて もの

 くに し てい じゅう よう ぶん か ざい

 けん し てい じゅう よう ぶん か ざい

 ふく げん けん ぞう ぶつ

 に  まる ひろ ば

 くま もと けん りつ び じゅつ かん

 くま もと はく ぶつ かん

 ふじ さき だい きゅう じょう

 せい そう えん

 つぼ い がわ

 だい いち こう こう

 や ちょう えん

 くま もと い りょう

 けん もつ だい じゅ もく えん

 けん もつ やぐら

 てん しゅ かく

 う と やぐら

 ほん まる ご てん

 いい だ まる ご かい やぐら

 きゅう ほそ かわ ぎょう ぶ てい

 なが べい

 きた じゅう はち けん やぐら



地震でたおれた北十八間櫓

石垣がくずれたことで、建物もたおれたり、ゆがん
だりしました。たおれなかった建物でも、全体が傾
いたり、壁がはがれたりしました。

地震のとき、どんな被害があったの？

文化財の建物は、地震前の形に戻します。文化財の価値を守るため、できるだけ
元の材料や昔ながらの方法を使っています。

建物はどのように復旧するの？

長塀では、地震や強い風で塀がたおれないよ
うに、裏側を補強しています。監物櫓では、地
震にたえられるように、補強の壁をつくりまし
た。どれも、もともとの建物の見た目をじゃま
しないように、色や形を工夫しています。

建物がたおれない工夫って？
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たおれた建物の瓦や木材などを
一つずつ回収します

木を組んでつくった補強の壁を取り付けるようす
（監物櫓）

1 部材の
回収

2 建物の
解体

3
調査

元の材料は、種類ごとにきれいに
分けて保管します

たおれなかった建物でも、
修理が必要なときは解体します

元の木材をできるだけ使い、
こわれた部分は新しい木材で
修理します

取り外した瓦や木材を、
再利用できるか一つずつ調査します

建物を元の形に組み立てます

4
保管

5
補修

6
組立

 いし がき たて もの

 かたむ

 かべ

 じ しん ひ がい

 ぶん か ざい じ しん まえ か ち

 ざい りょう

 ふっ きゅう

 なが べい へい

 うら がわ ほ きょう けん もつ やぐら じ

 しん かべ

 く ふう

 く ふう

 かわら もく ざい

 かい しゅう

 ざい りょう しゅ るい

 ほ かん

 ぶ ざい

 かい しゅう

 

 かい たい

 ちょう さ

 ほ しゅう ほ かん

 しゅう り ひつ よう かい たい  さい り よう ちょう さ


